
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１９日午後３時過ぎ、石川県の能登地方でマグニチュード５．４の地震があり、珠洲市で震度

６弱の激しい揺れを観測しました。この地震による津波はありませんでしたが、気象庁は、今後１週

間程度は今回と同じ程度の揺れを伴う地震に注意するよう呼びかけています。 

気象庁によりますと、１９日午後３時８分ごろ石川県の能登地方の深さ１３キロを震源とするマグ

ニチュード５．４の地震があり石川県の珠洲市で震度６弱の激しい揺れを観測したほか、能登町で

震度５弱、輪島市で震度４の揺れを観測しました。このほか震度３から１の揺れを、北陸や東海、関

東甲信越、近畿、それに福島県の広い範囲で観測しました。地震による津波はありませんでした。

今回の地震以降、午後６時までにこの地域で震度１以上の揺れを観測する地震が４回起きていま

す。気象庁は、揺れの強かった地域では１週間程度は最大で震度６弱程度の揺れを起こす地震に

注意するよう呼びかけています。また、この地域では地震活動が１年以上続いていることから、当面、

地震が続くことが考えられるとして、揺れに備えるよう呼びかけています。 

石川県で震度６弱以上の揺れを観測したのは２００７年３月２５日に能登半島沖で起きたマグニ

チュード６．９の地震で、石川県の七尾市や輪島市などで震度６強の揺れを観測した「能登半島地

震」以来です。気象庁によりますと、石川県能登地方では４年前ごろから小規模な地震の活動が

確認され、おととし１２月以降、活発化する傾向がみられていたということです。特に去年の春以降、

震源が少しずつ変わりながら活動が活発になっており、去年９月には珠洲市で震度５弱の揺れを

観測する地震も起きました。 

地震活動との関連が指摘されているのが地殻変動です。地震活動が活発になったおととし１２

月ごろから、地面が隆起する地殻変動も観測されていて地震との関連が指摘されています。 

地殻変動はことしに入ってからも続いていて珠洲市の観測点ではこれまでに地面が４センチほ

ど隆起しています。周囲に火山がない場所でこれだけの変化が観測されるのは珍しく、メカニズム

については専門家でも議論が続いています。 

地殻変動はことしに入ってもゆるやかに続いていて、地殻変動が専門で京都大学防災研究所の

西村卓也准教授がその要因として指摘しているが地下の深さ十数キロの場所に流れ込んだ「なん

らかの流体」です。かつて太平洋側から地下深くに沈み込んだプレートの岩石から水分が分離して

上昇した可能性もあるとしていますが詳しくは分からないとしています。京都大学や金沢大学が能

登半島で臨時の観測点を設置し、詳細な地殻変動を観測しているほか、磁気などで地下の構造の

解析も進められています。西村准教授によりますとことしに入り地殻変動はペースを落としながら

も続いていて、地震活動も活発な状態だったことから、引き続き規模の大きな地震が起きるおそれ

があるとして、揺れへの警戒が必要だとしています。東京大学地震研究所の古村孝志教授は「石

川県の能登地方では１年余り前から地震活動が活発になっている。今回地震が起きた場所もその

領域で起きていて一連の地震活動と考えられる」と指摘しています。そのうえで「今回の地震は震

源の深さがおよそ１０キロと浅かったため、震度６弱という激しい揺れが局所的に観測されたと考

えられる。震度６弱はブロック塀が倒れたり耐震性の低い建物が傾いたりするほどの揺れだ。まず

は住んでいる場所など身の回りの安全を確認してほしい」と話していました。 

今後の地震活動については「大きな揺れのあとは地震活動が活発になりやすく、今後２日から３

日は今回と同じ程度の揺れに注意してほしい。また今回地震が起きた場所は、地震が群発して起

きている。一般的に活動が上がったり下がったりしながら長期間にわたって続くため、地震活動が

活発な状態は今後しばらくの間続くと考えて警戒を続けてほしい」と話していました。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 
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石川県珠洲市で震度 6弱の地震 津波なし 

「またか」今度は震度 5強 連日の安否確認に追われる学校 石川 朝日新聞 ６月２０日 

１９日午後に最大震度６弱の地震が起きた石川県能登地方で２０日午前１０時半ごろ、最大震度５

強を観測する地震が起きた。県は２０日午前の地震についても被害状況を確認中。奥能登広域圏事

務組合消防本部によると、午前１０時５０分現在、被害の通報は入っていないという。 

 珠洲市の県立飯田高校の笹谷聡史校長は２０日午前の地震発生時、校長室にいた。立っていた

が、強い揺れに目の前にあったソファにしがみついた。大きな揺れがあってから数秒した後、職員

らのスマートフォンから緊急地震速報のアラームが鳴り響いた。揺れが収まり、笹谷校長は「また安

否確認せんなんな」と語った。校舎の安全が確認できるまでの間、休校措置を取った同校では、イ

ンターネット上のサービスを利用して、生徒本人に安否確認を取っているという。 

 今回の地震は、遠く離れた北陸地方での地震でした。阪神淡路大震災、東日本大震災、福岡

西方沖地震など地震はいつ起きるか分かりません。１学期の避難訓練は火災ですが、２学期以

降は地震の避難訓練も行う予定です。大切なのは、「自分事」として取り組むことです。日頃か

らの危機意識が、自分や家族、友だちの「命（いのち）」を救うことにつながるのです。 


